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実
に
少
な
く
な
る
。
被
災
地
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
視
察
な
ど
を
通
じ
て
、

防
災
活
動
の
重
要
性
を
学
び
、
地
域
で

お
互
い
に
顔
の
見
え
る
関
係
を
作
り
上

げ
る
工
夫
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

◇
大
船
渡
市
赤
崎
地
区
か
ら
の「
教
訓
」

東
日
本
大
震
災
後
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
か
ら
岩
手
県
大
船
渡
市
の
復
旧

・
復
興
支
援
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。
そ

の
中
で
、
家
屋
な
ど
の
被
害
は
大
き
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
犠
牲
者
が
非

常
に
少
な
か
っ
た
赤
崎
地
区
に
注
目
し

て
き
た
。
高
さ
約
１０
メ
ー
ト
ル
の
津
波

に
襲
わ
れ
た
も
の
の
、
人
口
約
６
千
人

の
赤
崎
地
区
で
の
犠
牲
者
は
わ
ず
か
４５

人
で
あ
っ
た
。
宮
城
県
で
は
同
規
模
の

地
区
で
、
８５０
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

る
。
赤
崎
地
区
の
犠
牲
者
が
少
な
か
っ

た
の
は
偶
然
で
は
な
く
、
自
治
組
織
の

核
と
な
っ
て
い
る
公
民
館
で
、
日
ご
ろ

か
ら
住
民
主
体
の
丁
寧
な
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
大
震
災

直
前
に
あ
っ
た
２
月
９
日
の
地
震
の
際

は
、
避
難
率
１００
％
を
達
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
防
災
訓
練
の
成
果

は
、
被
災
後
の
避
難
所
の
運
営
に
も
活

か
さ
れ
た
。
被
災
翌
日
の
３
月
１２
日
か

ら
毎
朝
全
員
朝
礼
が
開
か
れ
、
生
活
情

報
を
共
有
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
所

が
運
営
さ
れ
る
と
同
時
に
、
支
援
物
資

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
も
積
極

的
に
行
わ
れ
た
。

◇
地
域
で
取
り
組
む
防
災
の
重
要
性

今
、
首
都
直
下
型
地
震
や
東
海
・
東

南
海
・
南
海
地
震
が
起
き
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
が
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験

に
学
び
な
が
ら
、
改
め
て
地
域
に
お
け

る
防
災
訓
練
や
防
災
教
育
の
重
要
性
を

自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。

確
か
に
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
話
し
た
り

す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ご
近
所
に
声
を

か
け
て
、
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
災
害
が
起
き

る
と
、
共
に
助
け
合
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
災

害
に
備
え
れ
ば
、
地
域
の
犠
牲
者
は
確
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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、

い
ま
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

野
元
弘
幸
（
首
都
大
学
東
京
）

東日本大震災に学ぶ
―連続講座『ポスト「３．１１」　社会のカタチ　私たちのオモイ』講師・参加者の声―

昨年度、公民館では東日本大震災の経験に学び、これからの社会や地域を考える講座を実施しました。
今回は、講座後半のテーマ「エネルギー」「防災」「ボランティア」に関連して、連続講座最終回を担当し
た講師・野元弘幸さんと、関連講座参加者のお二人に感想等をお寄せいただきました（２・３頁）。

３
月
３０
日
の
講
師
：
野
元
弘
幸
さ
ん

社
会
教
育
、
多
文
化
教
育
が
専
門

「
地
域
で
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
」

３
月
１６
日
実
施
講
座
の
テ
ー
マ
は

「
立
川
断
層
と
防
災
」

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
地
域
に
で
き
る
こ
と
を

話
し
合
い
ま
し
た
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い
る
。
農
産
物
の
風
評
被
害
で
苦
し
む

福
島
県
い
わ
き
市
に
は
数
回
訪
れ
た
。

そ
し
て
次
は
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
へ

行
く
。
と
に
か
く
現
場
の
空
気
を
感
じ
、

人
々
の
想
い
を
受
け
止
め
て
い
き
た
い
。

皆
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
い
い
。
被

災
地
の
人
々
の
幸
せ
を
祈
る
だ
け
で
も
、

素
晴
ら
し
い
行
動
の
一
つ
だ
と
思
う
。

一
人
一
人
が
「
自
分
の
大
切
な
人
は
必

気
を
も
ら
っ
た
。
帰
り
際
、「
泣
き
た

い
け
ど
泣
い
て
い
ら
れ
な
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
た
漁
師
さ
ん
家
族
の
お
母

さ
ん
の
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

僕
は
、
絶
対
に
気
仙
沼
で
の
思
い
や

葛
藤
を
必
ず
、
友
人
や
家
族
、
多
く
の

人
に
伝
え
る
と
決
意
し
た
…
は
ず
だ
っ

た
。
今
で
も
僕
の
心
に
は
、
し
っ
か
り

と
当
時
の
光
景
が
焼
き
つ
い
て
い
る
。

け
れ
ど
、
誰
か
に
話
し
て
も
心
に
響
か

ず
、
次
第
に
伝
え
る
こ
と
を
諦
め
て
い

る
自
分
が
い
る
。
あ
の
震
災
は
ほ
と
ん

ど
の
人
に
と
っ
て
、
過
去
の
、
私
達
に

関
係
無
い
出
来
事
に
な
っ
た
と
思
う
。

「
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う

言
葉
さ
え
、
聴
く
こ
と
が
少
な
い
よ
う

に
感
じ
て
し
ま
う
。
し
か
し
被
災
地
で

は
、
何
十
万
人
も
の
人
達
が
明
日
に
向

か
っ
て
懸
命
に
歩
い
て
い
る
。

だ
か
ら
僕
は
一
つ
の
想
い
を
胸
に
秘

め
て
い
る
。
そ
れ
は
「
僕
の
大
切
な
人

を
一
人
で
も
守
れ
る
よ
う
に
行
動
し
、

多
く
の
仲
間
を
作
る
」
こ
と
だ
。
公
民

館
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
震
災
・
原
発

関
連
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
、
立

川
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
救
命
講
習
を
受

け
、
可
能
な
限
り
東
北
に
足
を
運
ん
で

「
僕
は
、
何
故
も
っ
と
早
く
こ
こ
へ

来
な
か
っ
た
の
か
？
」

宮
城
県
気
仙
沼
市
の
町
中
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
巨
大
な
漁
船
を
前
に
、
茫
然

と
立
ち
尽
く
し
、
言
葉
を
失
っ
た
。
昨

年
１１
月
末
に
、
町
や
漁
業
が
壊
滅
的
被

害
を
受
け
た
宮
城
県
気
仙
沼
市
を
訪
れ
、

カ
キ
な
ど
の
養
殖
再
開
に
励
む
漁
師
さ

ん
達
の
手
伝
い
を
し
て
き
た
。
仮
設
暮

ら
し
で
た
く
さ
ん
の
大
切
な
も
の
を
失

な
っ
た
で
あ
ろ
う
彼
ら
は
、
僕
ら
を
船

に
乗
せ
、
カ
キ
の
養
殖
の
仕
方
や
カ
キ

の
素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
く
れ
、
た
く

さ
ん
の
カ
キ
や
ホ
タ
テ
料
理
を
ご
ち
そ

う
し
て
く
れ
た
。
養
殖
作
業
の
手
伝
い

に
来
た
僕
ら
は
彼
ら
の
お
も
て
な
し
の

心
や
優
し
さ
、
震
災
以
前
よ
り
も
素
敵

な
町
を
造
る
と
い
う
覚
悟
に
生
き
る
勇

ず
守
る
」
と
い
う
、
人
が
人
を
想
う
気

持
ち
が
広
が
り
、
必
ず
い
ず
れ
襲
っ
て

く
る
大
災
害
を
乗
り
越
え
る
大
き
な
力

に
な
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

僕
は
絶
対
に
「
３
・
１１
」
を
忘
れ
な

い
。「
巨
大
な
漁
船
を
前
に
言
葉
を
失

っ
た
葛
藤
」
を
忘
れ
な
い
。「
漁
師
さ

ん
達
の
優
し
さ
と
生
き
る
覚
悟
」
を
忘

れ
な
い
。

あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。

日　時 テ　ー　マ 講　　　師

12月1日（土）
３．１１から歩き、見て、考えたこと

～東北学の視点から～
赤坂 憲雄

（学習院大学、福島県立博物館館長）

12月22日（土）
被災地の見えざる

ジェンダー問題とその支援
竹信 三恵子（和光大学）

１月19日（土）
私たちの社会とエネルギー

～歴史の理解と未来への想像力～
相川 高信（三菱ＵＦＪリサーチ
＆コンサルティング株式会社）

２月９日（土）
放射能の健康リスクと

対策を理解する
島田 義也（独立行政法人
放射線医学総合研究所）

２月16日（土） 福島から憲法を見つめ直す
吉原 泰助

（福島大学名誉教授・元学長）

２月24日（日）
ＣＩＮＥＶＯＸ＆シネマトーク
ドキュメンタリー『無常素描』

大宮 浩一（映画監督）

３月16日（土）
今後の大地震にどう備えるか

～立川断層と防災の
コミュニティづくり～

山崎 晴雄（首都大学東京教授）
国立市役所防災課課長

３月23日（土）
公民館・防災訓練

～学ぶ・つながる・ためになる～
立川消防署／国立赤十字奉仕団
森岡 三保子（防災料理研究家）

３月24日（日）
ＣＩＮＥＶＯＸ＆シネマトーク

ドキュメンタリー
『放射線を浴びたＸ年後』

伊東 英朗（映画監督）

３月28日（木）
エネルギーと原発を考える
～再生可能エネルギーと

省エネの可能性～
橘川 武郎（一橋大学）

３月30日（土）
災害ボランティアの課題と可能性
～くにたち市民にできること～

野元 弘幸（首都大学東京）
金子 健太郎（国立市社会福祉協議会）

都立第五商業高等学校
ボランティア部

手づくりボランティアグループ

僕
は「
３
・
１１
」を
忘
れ
な
い

岩
元
英
憲
（
西
）

気
仙
沼
市
唐
桑
町
に
て
、
カ
キ
の
種
を
紐
で

巻
き
つ
け
る
作
業
中
の
岩
元
英
憲
さ
ん

３月３０日実施講座では、第五商業高
校ボランティア部からフレッシュな
活動発表がありました
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お　話　五十嵐　泰正（筑波大学）

東京のベッドタウン、千葉県柏
市。都市近郊農業が盛んなこの地
域は福島第一原発事故の影響で
“ホットスポット※”となり、農
家や住民に不安が広がりました。
地元野菜の買い控えが広がるな
か、コミュニティの壊れかけた信頼を取り戻す運動を起こ
したのが五十嵐さんと「安全・安心の柏産柏消」円卓会議
の皆さんです。
リスクを負った地域の農業にどう向き合うか。消費者、
生産者、流通業者、飲食店といった立場の異なるメンバー
がこだわったのは「みんなで安全の基準値を決める」とい
うことでした。その取り組みと実践の結晶がつまった１冊
の本は、地域の食と農のあり方、そして「３．１１」以後の公
共性とは何かを問いかけます。
円卓会議の呼びかけ人であり、一市民として活動に関わ
った五十嵐さんにお話をうかがいます。

※ホットスポット：周囲より放射性物質の濃度が高い部分・地域のこと。

〈五十嵐さんの本〉『みんなで決めた「安心」のかたち―ポ
スト３．１１の「地産地消」をさがした柏の一年』（亜紀書房）

と　き　７月６日（土）昼２時～４時
ところ　公民館　３階講座室
＊ご自由においでください。

と
い
う
の
が
率
直
な
感

想
だ
。
そ
の
意
味
で
、

橘
川
さ
ん
が
こ
の
問
題

を
幅
広
い
視
点
か
ら
言

及
し
た
こ
と
に
感
謝
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
こ
こ
か
ら
先
は

私
た
ち
の
日
常
生
活
に

直
結
し
た
問
題
な
の
で
、

各
自
が
今
後
の
推
移
を

注
意
ぶ
か
く
見
守
り
、

将
来
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
展
望
が
進
め
ら
れ

て
い
く
の
か
見
極
め
て

理
解
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
だ
ろ
う
。

を
テ
ー
マ
に
多
く
の
講
演
会
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
２
年
目
に
当
た
る
こ
の
３
月
に

一
橋
大
学
の
橘
川
武
郎
さ
ん
を
招
い
て

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
発
を
考
え
る
』
と

題
す
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
一
時

は
あ
れ
ほ
ど
大
き
な
話
題
に
な
り
、
連

日
の
よ
う
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
原
子

力
発
電
の
将
来
像
に
関
し
て
も
い
つ
し

か
下
火
に
な
り
、
ニ
ュ
ー
ス
の
扱
い
も

日
々
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
問
題
は
軽
視
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
だ
れ
も
が
関
心
を
向
け
ね
ば
な
ら

な
い
問
題
と
言
え
よ
う
。

橘
川
さ
ん
の
講
演
テ
ー
マ
は
『
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
原
発
』
で
あ
っ
た
が
、
内
容

は
原
発
の
是
非
論
に
留
ま
ら
ず
、
今
後

の
エ
ル
ネ
ギ
ー
政
策
や
原
発
問
題
に
つ

い
て
も
、
政
治
的
課
題
か
ら
地
球
環
境

の
将
来
に
ま
で
議
題
が
ひ
ろ
が
り
、
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。

２
年
前
、
日
本
は
世
界
情
勢
か
ら
孤

立
し
か
け
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
東
日

本
大
震
災
の
災
害
か
ら
ど
の
よ
う
に
立

ち
な
お
れ
る
か
関
心
を
抱
か
ず
に
い
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
必
ず
し
も
被
災
者
の

視
点
に
立
っ
た
復
興
と
は
言
い
が
た
い

２
年
前
の
３
月
１１
日
、
突
然
床
が
大

き
く
揺
ら
い
だ
と
き
、
地
震
の
大
き
さ

に
驚
く
と
同
時
に
「
震
源
地
は
ど
こ
だ

ろ
う
」「
津
波
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」

と
大
き
な
不
安
に
襲
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
実
際
の
地
震
は
体
感
を
は

る
か
に
超
え
た
規
模
で
あ
り
、「
そ
ん

な
に
大
き
な
地
震
だ
っ
た
の
か
」
と
い

う
の
が
最
初
に
受
け
た
衝
撃
だ
っ
た
。

こ
の
巨
大
地
震
は
、
想
像
を
絶
す
る

巨
大
津
波
ま
で
も
巻
き
起
こ
し
、
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
被
害
は
そ
れ

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
福
島
の
原
子
力
発

電
所
に
修
復
不
能
な
重
大
事
故
ま
で
発

生
さ
せ
、
世
界
の
関
心
を
集
め
た
。
あ

れ
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
私
た
ち
は
あ

の
地
震
を
ど
の
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
大
災
害
に
関
し
て
全
国
各
地
で

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
と
聞

く
。
公
民
館
で
も『
ポ
ス
ト「
３
・１１
」』

昨
年
度
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年

が
経
過
す
る
時
期
を
と
ら
え
て
、
連
続

講
座
『
ポ
ス
ト
「
３
・
１１
」
社
会
の
カ

タ
チ　

私
た
ち
の
オ
モ
イ
』
を
実
施
し

ま
し
た
。

そ
の
他
、
憲
法
や
環
境
の
講
座
、
映

画
会
等
で
も
、
同
時
期
に
震
災
に
関
連

し
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
右

の
表
は
そ
う
し
た
講
座
の
一
覧
で
す
。

ま
た
試
み
と
し
て
、
関
係
団
体
の
協

力
を
得
て
防
災
訓
練
に
取
り
組
む
な
ど
、

学
び
を
実
践
的
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

に
も
試
み
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、「
講
師
の

方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
切
り
口
で
分
か
り

や
す
く
、
色
々
な
考
え
方
、
見
方
を
お

話
い
た
だ
き
、
一
人
一
人
が
ど
う
考
え
、

行
動
す
べ
き
か
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
い
う
趣
旨
の
感
想
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、後
半
の「
防

災
」
や
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
テ
ー
マ

の
回
で
参
加
者
が
減
っ
た
こ
と
を
め
ぐ

っ
て
、「
立
川
断
層
へ
の
関
心
が
高
い

の
は
わ
か
る
が
、
助
け
合
う
こ
と
へ
の

関
心
が
低
い
こ
と
が
気
に
な
る
。
地
域

の
互
助
・
共
助
を
深
く
考
え
る
人
が
増

え
て
ほ
し
い
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
、
引
き
続
き
震
災
を
テ

ー
マ
に
し
た
学
習
会
を
不
定
期
な
が
ら

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
講
座
へ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
公
民
館
）

学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

３月２８日の講師
橘川武郎さん

ポ
ス
ト「
３
・
１１
」を
考
え
る
視
点

土
井
鷹
雄
（
富
士
見
台
）

―
講
座「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
発
を
考
え
る
」を
聴
い
て
―

「震災」に学び、実践に活かす

みんなで決めた「安心」のかたち

―「震災」をテーマにした関連講座・開催報告―

―ポスト３．１１の「地産地消」を考える―

〈図書室のつどい〉
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作り方はとても簡単ですが、魚介の旨みが味わえ、ヘル
シーでおもてなし料理にも出せる一品です。他に前菜、ス
ープ、デザート等を作る予定です。

講　師　北川　みどり（管理栄養士）

と　き	 ６月３０日（日）朝１０時～昼１時
ところ	 福祉会館　３階料理講習室
定　員	 ２０名（先着順）　費用　一人8００円（予定額）

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

講　師　降矢　洋子（画家）

日ごろ、食料や商品としてだけ見
ている野菜を「生き物」として描く
ことに挑戦します。油絵以外なら、
画材は自由。（水彩、クレパス、色
えんぴつ、はり絵など）自分で描き
たいと思った野菜を手に、公民館地
下ホールへおいでください。ただ
し、第１回目は、パプリカを描きま
す。何個でもいいですし色も好きな
ものをご用意ください。大人になっ
てから、しばらく絵を描いていない
という方も歓迎します。パプリカを
忘れずに持ってきてください。
講座終了後には作品展示会を行う予定です。

〈降矢さんの作品〉『どうぶつえんのおいしゃさん』（福音
館書店）、紙芝居「いなむらの火」（童心社）ほか多数。

と　き	 ６月１６・３０日、７月７・１４日、９月８・２２日、
	 １０月６・２０日（全８回）

いずれも日曜日　朝１０時～１２時　
ところ	 公民館　地下ホール
定　員	 ３０名（１５歳以上の方。先着順）
持ち物	 鉛筆（２Ｂ～４Ｂくらい）、消しゴム、スケッチ

ブック１冊（厚手の紙のもの。Ｆ６サイズ以上）、
雑巾、画材。

申込先	 ６月９日（日）朝９時～
公民館☎（５７２）５１４１
＊よごれてもよい服装でおいでください。

監督　キャロル・リード　　原作　グレアム・グリーン
音楽　アントン・カラス
出演　オーソン・ウェルズ、ジョセフ・コットンほか
映画史上に燦然と輝くサスペンス映画不朽の名作。巧み

なストーリー展開、今なお斬新な映像、哀愁に満ちたチタ
ーの調べ。何よりも名優オーソン・ウェルズの圧倒的な存
在感！これぞ映画！まさに映画‼
《シネマトーク》「サスペンス映画の魅力」
お　話	 北里　宇一郎（脚本家）
と　き	 ６月３０日（日）昼２時～４時３０分
ところ	 公民館　地下ホール
定　員	 ８５名（当日先着順。開場１時）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

講　師　山岸　郁子（日本大学・日本近代文学）

と　き	 ６月２０日（木）夜７時半～９時半
ところ	 公民館　３階講座室
申込先	 公民館☎（５７２）５１４１
＊前回の案内から日程が変更になりました。７月は１１日
（木）綿矢りさ『蹴りたい背中』（河出文庫）です。

日ごろのグループ活動の成果を文化祭で発表してみませ
んか？　今年の秋に公民館の会場を使ってイベントを行い
たい、発表会や講演会、ワークショップを企画したい、仲
間作りがしたい、という団体を募集しています！
開催時期や会場については、公民館にご相談ください。
◆次回実行委員会
と　き	 ６月２７日（木）夜７時～
ところ	 公民館　３階講座室
＊参加希望の団体は事前に公民館へご連絡ください。
問合先	 公民館☎（５７２）５１４１

文化祭の実行委員長および開催予定期間が、 
次のとおり決まりました。

委員長　大
おお

作
さく

　可
か

星
せい

（総合美術展）
開催予定期間　平成２５年１０月中旬～１２月１日
＊詳しい日程や行事の内容については、公民館だより１０月
号等でお知らせします。

アクアパッツア
―魚介と野菜を白ワインで煮込むイタリア料理―

〈男性の料理教室〉

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館シネマトーク〉

The Third Man

『第三の男』

イギリス　１９４９年　白黒　１０１分

持ち物	 エプロン、三角巾（タオル可）、筆記用具
	 ポリ袋（ゴミ持ち帰り用）
申込先	 ６月１１日（火）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

６月２８日（金）までに公民館へお支払いください（受付
時間：月曜日以外の朝９時～夕５時）。食材購入後のキ
ャンセルは実費を負担していただきます。

〈くにたちブッククラブ　時空をこえる言葉〉

黒田夏子『ａｂさんご』
（文藝春秋）

第５８回くにたち市民文化祭第５８回くにたち市民文化祭
～参加団体募集！～

〈美術のワークショップ〉

生き物としての野菜を描こう
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

「
今
、
伝
え
た
い
こ
と
」
上
映
会

一
橋
大
学
大お

お

河こ

内う
ち

ゼ
ミ
主
催
で
、
福

島
県
相
馬
高
校
放
送
部
の
演
劇
の
上
映

を
し
ま
す
。
上
映
後
に
放
送
部
顧
問
の

渡わ
た

部の
べ

義
弘
さ
ん
と
飯
館
村
酪
農
家
の
長

谷
川
健
一
さ
ん
の
講
演
。
無
料
。

日
時　

６
月
３０
日
㈰
昼
１
時
半
～

場
所　

大
学
内
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
タ
ワ
ー

連
絡
先　

大
河
内
（
５８０
）
８
５
２
２

ベ
ト
ナ
ム
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ

日
越
外
交
樹
立
４０
周
年
を
記
念
し
た

特
別
講
義
を
実
施
し
ま
す
。
第
４
回
６

月
１７
日
㈪
１６
時
３０
分
～
、
第
５
回
６
月

２４
日
㈪
１６
時
～
、
第
６
回
７
月
１
日
㈪

１６
時
～
。

主
催　

一
橋
大
学
ＶＮＳＯ
実
行
委
員
会

場
所　

マ
ー
キ
ュ
リ
ー
タ
ワ
ー
４
階
３４０５

連
絡
先　

長
谷
川
０８０
（
５４６７
）
０
８
８
６

第
１７９
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ 

ア
ル
メ
ニ
ア
料
理

ア
ス
ト
ギ
ク
さ
ん
に
お
得
意
の
家
庭

料
理
を
教
え
て
頂
き
ま
す
。

材
料
費
８００
円
。
ゴ
ミ
袋
と
ふ
き
ん
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
１５
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

災
害
時
の
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性

災
害
時
で
も
口
の
中
の
ケ
ア
は
大
切

で
す
。
清
潔
に
保
つ
こ
と
で
重
大
な
病

気
を
防
ぐ
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
大
妻

女
子
大
学
の
秋
山
先
生
に
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
主
催
。

日
時　

６
月
２６
日
㈬
昼
１
時
～

場
所　

公
民
館　

集
会
室

連
絡
先　

山
崎
（
５７４
）
４
０
５
２

墨
の
会
　
若
干
名
　
募
集

漢
字
、
か
な
、
ペ
ン
基
本
書
道
よ
り

教
養
講
座
、
破
体
共
に
行
っ
て
お
り
、

楽
し
く
書
に
触
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
気
持
ち
の
あ
る
方
は
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

第
二
・
四
火
曜
日　
昼
１
時
～

場
所　

谷
保
東
集
会
所　

１
階
和
室

連
絡
先　

井
田
（
５７５
）
４
５
９
８

和
弓
を
ひ
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

和
弓
は
姿
勢
を
良
く
し
、
集
中
力
を

養
い
、
強
さ
を
選
べ
ば
誰
に
で
も
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
初
め
て
の
方
で
も

用
具
は
い
り
ま
せ
ん
。
会
費
一
回
５００
円
。

夜
７
時
以
降
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

月
二
～
三
回
㈯
又
は
㈰
不
定
期

場
所　

昭
島
市
総
合
体
育
館
弓
道
場

連
絡
先　

長
谷
川
（
５７６
）
１
４
８
９

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
へ
の
お
誘
い

演
歌
、
歌
謡
曲
を
練
習
し
て
い
ま
す
。

歌
を
歌
う
と
言
葉
、
音
程
リ
ズ
ム
な
ど

脳
の
活
性
化
に
有
効
で
す
。
歌
っ
て
元

気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
の
方
も

ど
う
ぞ
。
花
み
ず
き
会
。

日
時　

毎
週
月
曜
日　

昼
１
時
～
５
時

場
所　

北
市
民
プ
ラ
ザ

連
絡
先　

戸と

矢や

崎ざ
き

（
５７１
）
２
８
４
２

国
立
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
　
会
員
募
集

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
の
坂
本
数
馬
先
生

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、
毎
月
課
題
曲
の
個

別
歌
唱
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
楽
し

い
歌
仲
間
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
歌
の
好

き
な
方
、
見
学
も
大
歓
迎
！

日
時　

第
二
・
四
火
曜
日　

昼
１
時
～

場
所　

公
民
館　

音
楽
室
（
予
定
）

連
絡
先　

進し
ん

（
５２９
）
０
０
６
１

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
会
員
募
集
中

ぐ
る
ー
ぷ
レ
ニ
ー
は
安
井
え
い
子
先

生
（
芸
大
声
楽
家
卒
）
の
ご
指
導
で
、

童
謡
愛
唱
名
歌
を
楽
し
く
歌
い
な
が
ら

正
し
い
発
声
を
学
ぶ
会
で
す
。
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

第
二
・
四
金
曜
日　

朝
１０
時
～

場
所　

富
士
見
台
レ
ニ
ー
ス
タ
ジ
オ

連
絡
先　

伊
藤
０９０
（
４６６０
）
１
１
９
５

パ
ソ
コ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
募
集

初
心
者
レ
ベ
ル
か
ら
中
級
レ
ベ
ル
ま

で
の
実
力
を
養
成
で
き
ま
す
。
趣
味
や

就
職
・
転
職
に
も
対
応
で
き
る
内
容
で

す
。
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持
参
で
、
楽
し

く
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

第
一
・
二
・
三
㈭
朝
１０
時
～

場
所　

公
民
館　

講
座
室
（
予
定
）

連
絡
先　

吉
田
（
５７１
）
５
３
１
３

ひ
ろ
ば

（
６
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

５
月
１４
日
（
火
）
第
７
回
定
例
会
を

開
催
。
委
員
１４
名
、
館
長
、
職
員
２
名

が
出
席
、
傍
聴
２
名

前
回
の
議
事
録
確
認

議
題

○
公
民
館
職
員
異
動
に
関
す
る
「
要
望

書
」
に
つ
い
て
。

市
長
、
教
育
委
員
長
に
要
望
書
を
提

出
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

○
諮
問
「
現
代
の
地
域
社
会
に
求
め
ら

れ
る
公
民
館
の
事
業
」
に
つ
い
て
。

配
付
資
料
、
２
０
１
３
年
度
年
度
事

務
報
告
書
（
公
民
館
暫
定
版
）
等
に
基

づ
い
て
館
長
よ
り
諮
問
の
趣
旨
等
に
つ

き
説
明
を
受
け
た
。
若
干
の
意
見
交
換
。

公
民
館
を
取
り
巻
く
現
状
の
確
認
、
市

民
が
公
民
館
に
期
待
す
る
こ
と
、
問
題

点
な
ど
、
公
民
館
で
整
理
す
る
と
と
も

に
、
委
員
も
提
案
し
、
今
後
検
討
す
べ

き
事
項
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
一
歩
踏

み
出
す
こ
と
と
し
た
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

４
月
号
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
ポ
イ

ン
ト
を
し
ぼ
り
た
か
っ
た
。
表
記
の
方

法
、
写
真
の
説
明
な
ど
に
つ
い
て
改
善

意
見
あ
り
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会　

１１
期
は
終
了
。

５
月
に
新
年
度
第
１
回
を
開
催
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

４
月
２４
日
に
総
会
を
開
催
。
２
０
１

３
年
度
は
小
平
市
が
会
長
。
委
員
部
会

長
は
西
東
京
市
。

○
社
会
教
育
学
習
会　

公
運
審
へ
の
諮

問
に
沿
う
内
容
の
学
習
会
を
９
月
５
日

（
木
）
に
開
催
予
定
。

次
回
は
６
月
１１
日
（
火
）
午
後
７
時

１５
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。�

（
大
井
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

守
や も り

宮
撮影　中野洋子（東）

と　き　７月２２日（月）・２３日（火）・２４日（水）全３回
	 朝８時～１０時
ところ　谷保第三公園内テニスコート（富士見台２－３４）
指導員　国立市スポーツ推進委員　池田将典　他
対　象　小学生１・２・３年生（市内在住・在学）
定　員　６０名（はじめての方優先。応募者多数の場合は

抽選）
申込み　往復はがきの往信用裏に、氏名（フリガナ）・

学年・性別・住所・電話番号を明記のうえ、下
記までお申込みください（はがき１枚につき１
名。複数名の応募・記載漏れ等は無効とします）。

	 ※返信用表にも住所・氏名を明記してください。
申込締切　６月２４日（月）必着
申込先　〒１８６－８５０１　国立市教育委員会　生涯学習課
	 「小学生のテニス教室」係
問合先　国立市教育委員会　生涯学習課
	 社会教育・体育担当☎（５７６）２１０７（直通）

〈社会体育事業〉

小学生のテニス教室
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―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。
８日（土）昼～「生ごみ分解ＢＯＸをつくろう！」
１６日（日）朝～美術のワークショップ

「生き物としての野菜を描こう」
２０日（木）夜　くにたちブッククラブ

「黒田夏子『ａｂさんご』」
２７日（日）夜　くにたち市民文化祭　実行委員会
３０日（日）朝　男性の料理教室「アクアパッツア」
３０日（日）昼＊Ｃ

シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館シネマトーク
『第三の男』

７月６日（土）昼＊図書室のつどい
「みんなで決めた『安心』のかたち」

今月の公民館（６月、７月初）

ひ
ろ
ば

（
5
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

「
さ
く
ら
太
極
拳
」
会
員
募
集

２４
・
４８
式
を
中
心
に
年
齢
問
わ
ず
楽

し
く
太
極
拳
を
し
て
い
ま
す
。
い
よ
い

よ
剣
の
レ
ッ
ス
ン
も
始
ま
り
ま
す
。
初

心
者
の
方
も
大
歓
迎
！　

太
極
拳
で
心

身
共
に
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

毎
週
金
曜
日
昼
３
時
～
５
時

場
所　

総
合
体
育
館　

第
３
体
育
室

連
絡
先　

山
田
０９０
（
３４３９
）
０
３
３
９

手
の
ひ
ら
健
康
バ
レ
ー
へ
の
お
誘
い

２０
ｇ
の
軽
い
ボ
ー
ル
を
手
の
ひ
ら
で

弾
ま
せ
て
、
３
回
以
内
で
相
手
コ
ー
ト

に
返
す
簡
単
な
高
齢
者
向
け
の
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
汗
と
笑
い
で
仲
間
の
「
和
」

が
広
が
り
ま
す
。
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
水
曜
日　

昼
１
時
～

場
所　

総
合
体
育
館

連
絡
先　

宮
本
（
５７１
）
６
４
３
０

水
彩
画
「
パ
レ
ッ
ト
」
作
品
展

第
８
回
サ
ー
ク
ル
会
員
に
よ
る
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
も
日
ご
ろ
楽

し
み
に
し
な
が
ら
描
い
て
い
る
作
品
を

展
示
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
１５
日
㈯
朝
９
時
半
～

　
　
　

２２
日
㈯
５
時
。
月
曜
日
休
み

場
所　

公
民
館　

１
階
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

釼
持
（
５７６
）
２
４
９
５

マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
の
会
コ
ン
サ
ー
ト

ゲ
ス
ト
は
東
京
外
国
語
大
学
ロ
シ
ア

民
謡
研
究
会
ル
ム
ー
ク
で
す
。
会
員
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
参
加
者

全
員
で
ロ
シ
ア
の
歌
を
歌
い
ま
す
。
カ

ナ
付
き
の
楽
譜
あ
り
。
資
料
代
５００
円
。

日
時　

６
月
２９
日
㈯
朝
１１
時
～
１２
時
半

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

大
貫
（
５７２
）
５
２
１
４

喫
茶「
わ
い
が
や
」ス
タ
ッ
フ
募
集
！

公
民
館
内
の
喫
茶
「
わ
い
が
や
」
で

は
、
学
生
や
社
会
人
の
若
者
ス
タ
ッ
フ

が
、
余
暇
の
時
間
を
使
っ
て
交
代
で
お

店
を
開
店
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
が
連

絡
取
次
ぎ
ま
す
。
運
営
主
体
は
「
障
害

を
こ
え
て
と
も
に
自
立
す
る
会
」

連
絡
先　

公
民
館
（
５７２
）
５
１
４
１

「
ひ
ろ
ば
」欄
投
稿
規
定

市
内
の
団
体
活
動
の
お
知
ら
せ
の
場

で
す
。
原
稿
の
締
切
り
は
、
掲
載
希
望

月
の
前
月
７
日
の
午
後
５
時
で
す
。

会
員
募
集
は
６
ヵ
月
に
一
回
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合

に
よ
り
翌
月
掲
載
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
６
１
〉	

国
立
短
歌
会

『
斯
く
ま
で
も
荒
る
る
と
は
つ
ゆ
思も

わ
ざ
り
し
初は
つ

花は
な

耐
う
る
や
こ
れ
の
嵐

に
』他

一
首
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。　

講
評
の
し
め
く
く
り
に
、「
作
歌
の

心
得
と
し
て
、
日
頃
の
感
情
を
、
定
型

の
中
に
韻
律
を
大
切
に
し
て
浄
化
で
き

る
と
良
い
と
思
い
な
が
ら
つ
く
り
、
ま

た
辞
書
で
意
味
と
響
き
を
確
認
す
る
こ

と
も
大
切
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
成な
り

松ま
つ
さ
ん
は
、「
短
歌
は
日

記
の
よ
う
に
心
情
、
情
景
を
歌
と
し
て

残
せ
る
こ
と
、
美
し
さ
や
感
情
を
歌
を

通
し
て
共
感
で
き
る
こ
と
が
す
ば
ら
し

い
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

国
立
は
文
化
の
町
、
歌
を
つ
く
る
こ

と
で
、
文
化
を
残
す
き
っ
か
け
と
し
て

ほ
し
い
。
大
勢
の
愛
好
者
、
特
に
若
い

人
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
と
の
、
み

な
さ
ん
か
ら
強
い
要
望
を
受
け
ま
し
た
。

連
絡
先　

成
松
０９０
（
５３０７
）
０
８
３
６

�

〈
文
・
写
真
　
大
井
利
雄
〉

会
は
、「
四
季
短
歌
会
」
を
主
宰
さ

れ
た
市
内
在
住
の
歌
人
青
柳
節
子
さ
ん

に
よ
り
約
１５
年
前
に
国
立
支
部
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。
先
生
の
ご
都
合
で
今

年
１
月
か
ら
新
指
導
者
に
お
願
い
し
、

名
称
を
国
立
短
歌
会
と
し
ま
し
た
。
現

在
の
会
員
は
９
名
で
す
。

『
萌
え
い
ず
る
み
ど
り
芝
生
の
輝
き

に
わ
が
活
性
の
泉
湧
き
出
ず
』

と
詠
ん
だ
毎
月
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
廻

る
９０
歳
の
元
気
な
男
性
を
始
め
、
初
心

者
か
ら
実
力
の
あ
る
方
々
が
参
加
し
、

四
季
の
花
や
、
社
会
の
出
来
事
な
ど
を

情
緒
豊
か
に
瑞
々
し
く
詠
ん
で
い
ま
す
。

例
会
は
、
公
民
館
で
毎
月
第
３
木
曜

日
、
午
後
１
時
半
か
ら
２
時
間
、
題
は

自
由
で
、
先
生
に
添
削
し
て
頂
い
た
中

か
ら
二
首
を
提
出
し
ま
す
。
会
員
間
で

忌
憚
の
な
い
感
想
が
述
べ
ら
れ
、
和
や

か
な
中
に
先
生
の
講
評
が
あ
り
ま
す
。

「
詠よ
み

人び
と
の
目
線
と
心
情
を
生
か
し
た

具
体
的
な
指
導
は
、
丁
寧
で
わ
か
り
や

す
い
」
と
好
評
で
す
。

会
員
か
ら
、
柿
本
人
麻
呂
の
歌
集
、

永
田
和
宏
／
河
野
裕
子
の
本
、『
万
葉

の
こ
こ
ろ
を
描
く
』
展
の
図
録
な
ど
の

紹
介
も
あ
り
、
歌
を
愛
し
、
勉
強
し
続

け
る
熱
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

先
生
も
四
月
の
例
会
で
は
、

韻律を大切に、和やかに情感を共有する

「ひろば」に掲載する、国立のまちの風景や行事、自
然などの写真を募集しています。毎月１、２枚掲載予定
です。恐縮ですがお礼はお出しできません。
ご協力いただける方は、公民館までご連絡ください。

掲載写真募集

和　み
撮影　中野洋子（東）


